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老 人 間通 も世 界 的 課題 の一 つ で あ る。 老 人 福 祉 の うち
｀
健

康
ク

の 点 を採 りあ げ て もゆ るが せ に で きな い。

冬 は老 人 の 危機 とい わ れ て い る が 、 と くに タバ コの の み 過

ぎは、慢 性 気 管 支 炎 を起 こ し、肺 炎 を併 発 す るお それ が あ る。

老 人 の 直 接 死 因 の 70パ ー セ ン トまで が肺 炎 で 占 め られ て い る。

《写真 上 はパ イ プ を手 か らは な せ ぬ老 人 》

リウマ チ に悩 む老人 た ちが多 い。慢 性 関節 リウマ チ に よる

足 や手 の変 形 は、労働 を不能 に し、幾 多の悲劇 を生 んで い る。

精神病 についで治療 困難 な病 気 であ る。治 療救 済機 関 の完備

が望 まれ て い る。

《写真 下 は慢 性 関節 リウマ チの手 で、陶器 づ くりをや り、手

を動 かす習慣 をつ けてい る老 人 》



黒 い 、 あ る い は灰 色 の 世 界 に 閉 ざ され た精 神

病 者 の 世 界
一 そ こ に は麻 薬 に酔 い しれ 、 刺 激 を

強 烈 な 薬 斉」に求 め た 人 も あ ろ う。 そ して 何 も か

もぶ ち こ わ して 、 最 後 に 頭 を か か え る 。 凶 暴 な

の は 監 禁 が 必 要 だ が 、 一 見 通 常 と変 わ らぬ 精 神

異 常者 は警 戒 を要 す る。 物 質文 化 の 進 ん だ 現 在 、

若 在 的 /イ 臼一 ゼ 患者 は20余 人 に 1人 の 割 り合

い 、 と断 定 す る精 神 科 医 師 もある 。精 神 医 学 の

分 野 で も大 い に考 えね ば な らぬ 問題 は 多 い。

精神病・麻薬

工一◆
与

〔写真 は発作 時 には手

当た り次第物 をぶ っ こ

わ して しま う精神 病 者

の一例 〕
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心 臓 病

心 臓 病 の治 療 も世 界 の 大 きな課 題 で あ る f

人 類 の進 歩 と と もに症 状 も増 大 して くる気 瑛

が あ る。 心 臓 移 植 手術 が世 界 の論 議 を よび 、

い まだ に適 切 な解 決 をみ て い な い現 】犬で あ る

死 亡 率 の上 位 を心臓 疾 患者 が 占 め て い るの も、

うべ な るか な で あ る。世 界各 国 と も心 臓 の 検

診 、 その 治 療 対 策 にや っ き とな って い る。■

神 病 、 ガ ンな ど と と もに心 臓 も
｀
難 病

力
の 一

つ だ。

《写真 はある開発途上 国での心臓病検診風景〉

医 学 的 お よび心 理 学 的知 識 、 な らび に、 これ に関 係 の あ る知 識 の恩 恵 を、 す べ ての人民

こ及 ぼ す こ とは 、健 康 の 完 全 な達 成 の た め に、 欠 くこ とが で きな い もの で あ る。

W H O憲 章 前 文 よ り》



公 堂
Ｈ

いト
ふ
よ い 環 境 の 中 で生 き る

工 と は 、 人 間 の 基 本 白を■

権 利 で あ る ェ公 害 は 、 テ

らゆ るネ土会 に 生 き る人 ひ

との 幸 福 を直 接 に お ひ ■

か してい る
ク

襲 社 会 科 学 の 立 場 か ら二 : =

を考 え よ う と 、 世 界 二=

4 0人 の 学 者 が 二 月 、 ■ 千

ま り、 公 害 問 題 国 襟 シ >

ウ ム を開 き
｀
東 京 宣 言

表 した :  こ の 宣 百 tま、 ! =

/ぐり言平議 会 を は じめ 、 子! i

(こも送 られ た 。

_悪鮮韻‐.ふ持麟寸
玉丈 気 汚 染 、 水 の 汚 濁 、

=三 動 、 自動 車 の 排 気 ガ

=喜 、 食 品 加 工 物 、 そ の

=、 千斗学 文 明 の 陰 に牛義牛生

==毛 え な い 。 文寸策 も大

テ て t るヽ が 、 公 害 侵 透 の

=三 ぃ 状 態 。

写 真 は 大 阪 湾 か ら阪 神

ず こか け て ス ラ リと方女夕U

ャ|二人 力 発 電 所
―

現 在 の

・=主 力 2 0 0キ ロワッ ト
ー の

i三突 :そ こ か ら毎 日 モ ク

モ ク と は き だ され る煙 c

朝 日 新 聞 社 撮 影 〉

飛 行 機 の 騒 吉 に 1出ヽま さ

れ る の は 、 世 界 共 通 と い

っ て よ い が 、 日本 の 飛 イ子

場 周 辺 は と くに被 害 が は

な は た しい =木 造 家 屋 の

真 上 を ジ ェ ッ ト機 が ス レ

ス レ に ゴ ー音 を た て て 離

着 陸 す る .

写真 は大 阪 飛行 場 に接

近 した川 西市 久 代 にて 。

朝 日新 聞 社 撮 影

隷



イ ン フル エ ンザ

イ ン フル エ ンザ対 策 も世 界 の 問題

であ る。 そ の ワ クテ ン製 造 は きわ め

て慎 重 、厳密 に行 なわれ る。

《写真 は ドィッ ・マル プル グ大学 の研 究 室 で》

豊
■
１
．

♂

里 ぃ
｀

白 衣 の 天 使
″

暑 熱 の 開 発 途 上 国 に も若 い 看 護

婦 が 続 々 と あ ら わ れ て
｀
保 健 衛 生

ク

の た め に献 身 しだ した の は た の も

しい 。 彼 女 ら も W H O精 キ申を 身 に

つ け て 活 動 して い る 。
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住 宅 難 は と くに東 洋 が ひ どい 。住 む家 が狭 く、住 み 心 地 が よ くな い だ

け で な く、緑 の木 も、赤 い花 も、 そ して心 の さ さ え もな い の が わ び しい

住 宅 難 は人 口てつ士曽カロに関連 が あ るが 、 問 題 は そオLだ け で 1まあ る まt cヽ

経 済 成 長 の合 間 に住 む 、 恵 まれ ぬ もの の 中 に は、 車 輪 つ きの 箱 に も ぐ

り込 ん で寝 る人 もあ る。 渡世 は クズ拾 い。 車輪 が つ い て い て 、 ど こ え で

も移 動 で きる。 ｀ ヤ ドカ リ
″

と もい うべ き日本 ジ プシ ー。 自覚 せ ざ るユ

ー モ アの持 ち主 と もい え る。

《写真 上 は大 阪 の あ る公 園 で の ｀
ヤ ドカ リ

″
 下 は大 阪 東 区 の あ る ア /く

― 卜の干 しもの 風 景 =朝 日新 聞 社 撮 影 》

忙軍
Ａ
棟
様
群
張
！！一キ
竹





一 つ の病 気 が 、一 つ の大 陸 か ら他 の大

陸 に伝 播 す る こ と を防 止 し、 ま た全世 界

の 人類 が健 康 を維 持 し増 進 す る ため に は 、

国際 的 な協 力 が必要 で あ り、 その ため の

努 力 が これ まで数世 紀 に わ た っ て続 け ら

れ て きま した。

第 2次 大 戦 が終 わ る直 前 の 194 6年 6月

に連 合 国 が 「国 際 連 合 Jを 組 織 して 、世

界 の平 和 を維 持 しよ う とサ ンフ ラ ン シス

コで会議 を開 き ま した。 その 時 、 プ ラ ジ

ル と中 国 の代 表 か ら、保 健衛 生 の分 野 で

も、 国際 的 な常 設機 関 を設 け るべ きだ と

の意 見 が出 され 、全 会 一 致 で これ を可 決

い た しま した。

そ して この案 は、 ロ ン ドンで開 か れ た

第 1回 国際 連 合経 済 社 会 理 事 会 で も採 り

上 げ られ 、翌 年 6月 19日 か ら 7月 22日 ま

で ニ ュー ヨー クで開 か れ た国 際 保 健 会議

で 、具 体 的 な問題 が相 談 され ま した。

その結 果 、 国際 連 合 の 仕事 の うち保 健

衛 生 の分 野 を受 け持 つ専 門機 関 とす る こ

とに な り、機 関 の 名称 を世 界保 健機 関 、

(World Health OrganizatiOn  =ワ ー クレ

ド ・ヘ ル ス ・オー ガニ ゼ イ シ ョ ン)と 決

め 、頭 文 字 を とっ てW H  O (ダ ブ リュ ・

エ イチ ・オ ー )と 呼 ぶ こ とに し、 その理

念 、 目的 、機 構 、組 織 、活 動 範 囲 を規 定

したW H O憲 章 が作 り上 げ られ ま した。

そ して この会 言義の最 終 日に6 1カ 国 カギこの

憲章 に調 印 したの で あ ります。

しか し、 この憲 章 は国 際 連 合 に加 盟 し

て い る2 6カ 国 のサF佳 を了 え て 、 は じめ て

効 力 を発 生 す る よ うに 、憲 章 自体 の 申 で

定 め て い たの で、 それ が実 現 したの は約

2年 後 の 1948年 4月 7日 で あ り、 こ の 日

に 史上 は じめ て の世 界 各 国 が一 つ の組 織

の下 に その 力 を結 集 し、世 界 中 の 人 び と

を 、 で き る だ け 高 い 健 康 水 準 に 引 き あ げ

よ う とす る世 界 的 な 保 健 機 関 が 生 ま れ た

の で す 。

続 く 6月 に は 、 第 1回 の世 界 保 健 総 会

を開 い て 、 今 ま で の 国 際 違 盟 の 保 健 部 や 、

パ リに あ っ た 公 衆 街 生 国 際 事 務 局 の 保 健

音卜の 財 産 、事 業 な どの 弓|き継 ぎ をイ子な い 、

WH oの 事 業 計 画 お よ び 予 算 の 採 択 、加 盟

国 の 分 担 金 制 当 て な どの 事 業 を お し進 め

ま し た。 こ う し て お 購 立 て が 整 っ て WH

Oが そ の事 業 を開 始 した の は 、 1 9 4 8年 9

月 1日 か ら で あ り ま す 。

世 界 保 健 デ ー は 、 W H Oの 憲 章 が 効 力

を発 生 して 、 い わ rゴW H Oが 誕 生 し た

1 9 4 8年 4月 7日 を記 念 す る 国 で あ り、 今

年 の 4月 て 2 2年 目 を迎 え た わ け で あ り ま

| 卜 。

W H Oの 組 織

!現在 WH Oに は 、 131の 1∃々 が加盟 し、

その本 部 を ス イ スの ジュ ネー ブ に置 い て

い ます。

内部 機 関 と して世 界 保 健総 会 、執 行 理

事 会 お よび本 部 事 務 局 の 3つ が あ り、 こ

の他 に世 界 の 6地 域 に 、 それ ぞれ地 域 委

員 会 と地 域 事 務 局 か ら な る機 関 を置 い て

い ます。 こ れ らの機 関 で は、 つ ぎの よ う

な仕事 を して い ます。

(1)世 界保 健 絡 会

加 盟 国 の代 表 で構 成 され る立 法機 関 で

毎 年 1回 (通常 5月 )開 催 され 、WHO

の方 針 や計 画 を決 定 し、予 算 を採 択 し、

また執 行 理 事 会 や事 務 局 の上 級機 関 と し

て その指 導 監 督 に 当 た っ て い ます。

(2)執 行 理 事 会

保 健 総 会 が選 出 した24の 理 事 国 が任 命

した24人 の委 員 に よ っ て構 成 され 、保 健

総 会 が決 定 した政策 を実 施 し、補 足 して

い く執 行機 関 で 、毎 年 2回 会議 を開 い て

い ます。

(3)本 部 事 務 局

本 音卜は ス イ スの ジュ ネー ブ に お か れ 、

専 門 家 や事 務 職 員 に よ っ て 、WHOの ロ

々の事 務 をす旦圭含し、 ま た WHOの 報 告 キ

や予 算 書 を作 成 して理 事 会 に提 出 して 、ヽ

ます。

(4)地 域 委 員 会 お よび 地域 事 務 局

地 域 的 な事 項 に関 す る政策 を立 て 、地

域 内 の WH O事 業 計 画 予 算 を作 成 し、 二

れ が総 会 で認 め られ る と、WHOが 各 i=

に与 え る技 術 援 助 や予 算 が き ま るわ け て

1声。

そ の 地 域 お よ び事 務 局 の 所 在 地 は 、 ヨ

ー ロ ッ タヾ 地 域 (ヨ ペ ンハ ー ゲ ン )ア フ

カ地 域 (ブ ラ ザ ー ヴ イ ル )東 地 中 海 地 技

(ア レ キ サ ン ド リア )東 南 ア ジ ァ 地 故

(ニ ュ ー デ リー )西 太 平 洋 地 域 (マ ニ ラ

南 北 ア メ リカ地 域 (ワ シ ン ト ン )と な ″

て い ま す 。

(5 )専 門 家 諮 問 部 会 お よ び 専 門 家 委 員 会

WH  O専 門 家 諮 問 部 会 お よ び専 門 家 泰

員 会 は WHOの 事 業 を技 術 白勺に最 も進 メ_

だ もの とす る た め 、 ま た最 も新 し い 研 代

の 成 果 に基 づ い て 、 W H  Oが 事 を処 興 し

得 る た め に 公 衆 衛 生 、 医 療 、 薬 事 の あ ' ,

v r bる分 野 に つ い て 全 世 界 の 最 高 権 威 者 を

厳 選 し て網 羅 し た もの で あ っ て 、 F 2 / 1モ4 A

の 音B会 が あ り、 こ の 音卜会 の メ ン パ ー と 、

常 時 に は 文 通 で 、 そ の 技 術 的 知 識 をヽヽ
‐
H

Oに 提 供 し、 ま た 時 に は そ の 中 か ' ,き す

に選 出 され て 個 々 の 専 門 家 委 員 会 に , ! ! t =

して 討 議 をイ予な う こ と も あ り、現 イfキケ

2 , 5 0 0名 以 上 クう世 界 の 学 者 が 名 前 を つ す

ね て い ま す。



わ 力(国 は 、 WH Oに つ い て早 くか ら泌れ ヽ

電心 を も ち 、 第 1回 総 会 以 来 オ ブ ザ ー バ ー

を派 遣 して 力回盟 の 時 期 を待 っ て い た の で す

tr、 今 か ら19年 前 の 日召和 26年 にイ子な わ 才Lた

｀ 4回 WH  O世 界 保 健 総 会 に お い て 75番 目

古
加 盟 国 と し て 同 年 5月 16日 正 式 に 認 め ら

■ ま し た。

加 盟 国 と して の 義 務

ヽヽ
ヤ
HOに 力口盟 した わ が 国 は 、 まず分 担 金

支払 t とヽい う財 政上 の義 務 が あ ります。

この分 担 金 は、 各加 盟 国 の 国 民 所 得 、 人

:1な どを基 礎 に し、 国連 が定 め た分 担 比 率

を桂 に して で きたWH Oの 年 間事 業 予 算 の

t駐費総 額 か ら割 り出 して 、各 国 に割 り当 て

る もの で あ ります。

わ が 国 の場 合 、 昨 年 は 、  213万 ドルチ円貨

ことて約 7億 6千 9百 万 円 の分 担 金 を支 払

て ↓ヽ ます。

また その他 の義 務 と してWH Oの 伝 染 病

寸義 へ の協 力 の一 つ と して 、定 期 的 に 、 わ

つ̀ 国 にお け る伝 染 病 の発 生状 況 を報 告 した

り、毎 年 わ が 国 の公 衆 衛 生概 況 報 告 を英 文

二してWHOに 送 るほ か 、衛 生 関 係 資料 お

よび統 計 報告 書 も提 出 して い ます。

WHOへ の 寄 与

昭 和 2 6年 に加 盟 して以 来 、 わ が 国 と して

ま義務 的 な仕事 以 外 に 、WH Oに 対 し、 多

様 の寄 与 を して い ます。

まず財 政 的 な面 で 1ま、 19 5 8年 にマ ニ ラの

,ヽ
‐
H O西 太 平 洋 地 域 事 務 局 の再 建 資 金 と し

て 5万 ドル を負担 し、 ま た1 9 6 0年 と6■年 に

よ世 界的 な規模 で行 な わ れ たW H Oマ ラ リ

ア根 絶 計 画 の特 房U会計 に対 し、 それ ぞれ 1

万 ドル の寄 イ寸をイ子な い ま した。

つ ぎにW H Oの 重要 な組 織 の一 つ で あ る

執行理 事 会 に 'つい て は、 す で に1954年 ″)5

月 か ら1 9 5 7年 の 1月 まで 、 3カ 年 の任 期 で

理 事 国 と して活 曜 しま した。 その 後 、加 盟

国 の増 加 な らび に事 業 の増 大 を理 由 に憲 章

の改 正 が行 な わ れ理 事 国 が2 4カ 国 に な っ た

の を きっ か け に、 軍子び 1961■二2月 か ら1964

年 1月までの3カ年 間 、さらにまた1 9 6 9年 7月より

向 う3カ年 、理 事 国 の任 務 を弓|き 受 け ま した。

また国 際協 力 の一 環 と して 、世 界 各 国 か

らの留 学 研 1多生 (WH Oフ ェ ロー )の 受 け

入れ とい う仕事 が あ ります。

加 盟 当初 は 、主 と して 日本 語 を理 解 す る

中 国 (台湾 )か らの研 1参生 が 多 か っ たが 、

最 近 は 、 フ イ リピ ン、 イ ラ ン、 イ タ リア 、

ア メ リカ、 イ ン ドその他 西 太 平 洋 地 域 各 国

か ら毎 年 90名 近 い人 が来 日 し、 日本 の各大

学 で研 修 を受 け て い ます。

一 方 、WHO専 門 家 諮 問部 会 に は 、 わ が

国 か ら トラ ホー ム部 会 、結 核 部 会 等 34の 部

会延 べ81人 の学 者 が部 員 と して任 命 され て

↓ヽ ます。

ま た加 盟 国 か らの要 請 に も とづ き、 わ が

国 の保 健 衛 生 分 野 に お け る世 界 的権 威 者 を

WH O顧 間 と して派 遣 して い ます が 、現 在

まで に トラ ホー ム 、 マ ラ リア対 策 、衛 生 統

計 、結核 、会 計 管 理 な ど■6名 の学 者 をス イ

ス の本 部 事 務 局 ま た は要 請 国 の現 地 に派 遣

して い ます。

つ ぎに日召和 28年 に行 な われ たWHO西 太

平 洋 地 域 徳 生統 計 講 習 会 を皮 き りに他 の 国

際 会 議 、 あ る い はセ ミナー を 日本 に お いて

開 催 す る機 会 が 多 くな り、 開 催 地 提 供 国 と

してWHOに 寄 与 す る と と もに、 これ ら会

議 を通 じて 、各 国 か らの衛 生行 政 官 や衛 生

技 術 者 と、直 接 に技 術 、情 報 の交 換 を行 な

う と ともに、地 域 諸 国 との交 友 関 係 の促 進

国際 親 善 の寄 与 を図 って きて い ます。 なお

これ まで の わ が 国 で開 かれ た会議 は 、 日本

脳 炎 セ ミナ ー 、職 業衛 生 セ ミナ ー な ど11回

を数 えて い ます。

わ が 国 が 受 け た技 術 援 助

W H  Oか ら各加 盟 国 に与 え られ る技 術 援

助 は 、 それ ぞ れ の 国 か らの要 請 に も とづ い

て 、大 体 つ ぎの三 つ の方 法 に よ っ て与 え ら

れ ます。

① 顧 問 派 遣  ② 留 学 研 1夕生 (フ ェ ロー )

③ 資料 提 供

各 国 か らの要 請 は 、 それ ぞ れ の地 域 委 員

会 で討 議 され 、 その結 果 は地 域 事 務 局長 か

ら ジュ ネー ブ の本 音卜事 務 局長 に提 出 され 、

同事 務 局 長 は これ を執 行 理 事 会 の 審議 を経

て保 健 総 会 に提 出 し、WH Oの 事 業 計 画 予

算 の 中 に力口え ます。

昨 年 まで に、 わ カギ国 がWHOか ら受 け た

技 術援 助 は、看 護 、結 核 、母 子 衛 生 、伝 染

病 対 策 、歯 科 衛 生 、衛 生 統 計 、環 境 衛 生 、

食 品衛 生 、病 院 管 理 、精 神 街 生 、 リハ ピ リ

テー シ ョン、薬 事 行 政 お よび薬 品管 理 関 係

の顧 問 30名 の 派 遣 を受 け て い るほ か 、保 健

衛 生 関係 資 本オ14万 2千 ドル分 の堤 停キを受 け

て い ます。

4月 7日 は 世 界 保 健 デ ー

な お わ が 国 で は 、毎 年 W H Oの 憲 章 が効

力 を発 生 した 4月 7日 を
｀
世 界 保 健 デー ″

と し、言己念行 事 をイ子な っ て い ます が 、 と く

に今 年 は 日本 万 国博 開 催 の機 会 に恵 まれ 、
｀

人類 の進 歩 と調 和
″

の合 い言葉 の も と、 各

国 の 人 々 が大 阪 近 郊 千 里丘 陵 の会 場 を中″と、

に相 つ ど うの で 、 日本 W H O協 会 か らス イ

スの W H O事 務 局 長 M . G .カ ン ドウ博 士 な ら

び にマ ニ ラの西 大 平 洋 地 域 事 務 局 長 F .」.

デ ィ博 士 に招 待 状 を発 し、 4月 5日 、創 立

22年 目の意 義 あ る言己念行 事 を行 な い ます。



ヽヽ
す
HOの 目的 は、 す で に男u項 で述 べ られ

丁. るヽ よ うに 、 「世 界 の す べ て の 人間 が健

ま で あ る こ とは 、世 界 の平 和 と安 全 の基 礎

て あ る」 との精 神 に基 づ い て 、 国際 的 な視

ヨit｀ら、世 界 中 の 人 々 が手 を握 っ て お互 い

:ち 力 し、積 極 的 に 人類 の健 康 を増 進 しよ

とい うこ とで あ ります。

その ため にWHOは 単 に病 気 の予 防 、 治

宰 とやヽ うよ うな小 さ な視 野 か らで な く、 人

=賓の健康 な生 活 に関 係 の あ るあ らゆ る事 項 、

ヨこち広 い意 味 で は政 治 、経 済 、文 化 の各 方

責i,こわ た る問題 を含 め て 、 人類 の健 康 福 祉
~た

め非 常 に 多岐 にわ た る活 動 を行 な っ て

い ます。 し か し、 こ の活 動 目標 を効 果 的 に

と 成 す るため に は 、 WHOの 目的 や考 え方

を、国民 生 活 の 中 に深 く浸 透 させ て育 て て

…か な けれ ば 、結 局
｀
〇 〇週 間

ク の行 事 と
'【
]様 に、大 地 に少 し も根 をお ろ さな いお祭

り行 事 の看 板 倒 れ とな るわ け で あ ります。

その ため に は政 府機 関 の努 力 の み で は、 と

うて い 目的 を達 成 す る こ とが で きず 、 国民

由 らが 、 こぞ っ て これ に協 力 す る こ とが必

須 の要 件 とな ります。

日本 WHO協 会 は 、 この方 面 の 仕事 に協

力す る ため 国 が認 め た唯 一 の民 間 団 体 と し

て、 この 困難 な仕事 で は あ るが 、 人類 の 健

康福 祉 の ため に、是 非 や り とげ な けれ ば な

らな い重要 な役害Uり を担 当 す る責 務 を有 す

る もの で あ ります。

今 日私 達 の健康 上 問 題 とな る こ とは 、次

の ご と く非常 に 多岐 に お よ んで い ます。 第

一 に戦 後 急 激 に低 下 した出 生率 に よ り、比

較 的 短 期 間 に 日本 の 人 口 に 占め る老 人の害」

合 い が急激 に増 加 す る一即 ち人 口老齢 化 問

題 、成 人病 、 こ とに脳 卒 中 、癌 、心 臓 病 に

よ る死 亡 の放 増 一即 ち疾 病構 造 の変 化 、急

激 な経 済 成 長 に よっ て起 こ っ た い ろ い ろの

め が み 、即 ち人 口都 市 集 中 、過 密 化 、住宅

難 、公 害 一 こ とに工 場 煤 煙 や 自動 車排 気 ガ

ス に よ る大 気 の 汚染 、工 場 廃液 に よ る河 川

の汚 濁 、従 っ て これ に よ る魚 介類 の毒 物 や

農 薬 使 用 に よ る食品 の有 毒 性 問 題 、 ま た健

康 に直 接 関 係 は な い に して も、生 命 をお び

や か す″点で は局 地戦 争 を上 回 る数 を示 す交

通禍 、 さ らに生 活環 境 の悪 化 と生 活構 造 の

複 雑 化 や 人 間疎 外状 況 が精 神 不 安 、精 神 障

害 の誘 因 とな る こ とな ど、 人類 の 肉体 的精

神 的 障 害 をひ き起 こす要 因 は 、社 会 に満 ち

あお、れ て い ます。

これ らの問題 に対 す る対 策 を国 や地 方 自

治体 が あ る程 度 解 決 した と仮 定 して も、 な

お か つ 国民 の す べ て が健 康 に な る もの で は

あ りませ ん。 本 来 、 健康 は国民 自 らの手 で

守 るべ きもの で あ ります。 こ とに わ が 国民

大 衆 の保 健衛 生 、疾 病 に対 す る理 解 の 貧 困 、

医療 な ら び に医薬 品 に対 す る誤 っ た考 え方

な どは、 ま こ とに民 度 の低 い状 態 を示 す も

の とい わ な けれ ば な りませ ん。 これ らに対

す る正 しい知 識 をWHO精 神 を含 め て普 及

徹 底 す る こ とは 、本協 会 の と くに取 り上 げ

ね ば な らな い問 題 で あ りま し ょ う。

ま たWH Oの 専 門的 ,舌動 と して 、 国 内 お

よび国 外 の WH O関 係機 関 や団 体 と連 絡 を

密 に し、 ま たWHO関 係 の子J行 物 や 資料 を

集 め 、 それ らの翻 訳 や 展 示 会 を行 な わね ば

な りませ ん。 さ ら に また本協 会 は各 方 面 の

す ぐれ た専 門 家 を集 め 、 い ろ い ろ の分 野 の

専 門委 員 会 を設 置 し、健康 上 有 害 な問題 の

解 決 に対 す る研 究 を行 な い 、学 問 的 な裏 付

けの あ る正 しい知 識 を国 民 生 活 の 中 に浸透

させ 、 あ る い は ま たWHOよ りわ が 国 に派

遣 され た海 外専 門学 者 の活動 に協 力 した り、

WH O研 修 生 に勉 学 上 の便 主 、援 助 を与 え

る な ど、政 府機 関 の この方 面 に関 係 の あ る

事 業 活 動 に協 力 、否 む しろ卒 先 して行 な う

使 命 を有 す る もの で あ ります。

社団法人 日本 wH o協 会役 員 名 簿
4 5   3   3 1現 7 1 i

頼  1堀  前 京 都 大学 総 長       平

会 長  香 雫 警 全 書 穐 脊 齋 目   中

古「J会 長 日本 医 師 会 会 長       武

市J会 長  京 都 大 学 名 誉 教 授      木

市」会 長  裏 千家 家 元         千

hfu会長  元 厚 生 大 臣         黒

理  事  日 本 レー ス株 式 会 社 会 長   岩

理  事  京 新[大 学 工 学 部 教 授     岩

理  事  野 し め ら く取 締 役 社 長    伊

理  事  大 阪 市 学 校 薬 刑 師 会 会 長   系 田

rT 事  神 戸 大 学 医 学 部 教 授     戸

〇 理  事  l↑ 新 装 大 捕 取 締 役 社 長    大

FP tr 宝 ‖ ,と株 式 会社 会 長     大

理  事  共 同持 営 研 究 会代 表 理 事   大

理  事  東 京大 学 医 学 部 教 授     勝

理  学  大 阪 市 "3キ 院病 院 長     ナ ||

■T 事  】 介高 十技研 興業 代 表 取締 役  金

○興  事  大 阪 医科 大 学 教授      吉

○ 理  事  婦 人ffk ttj壇合 会 会 長     谷

lW 事  大 阪 高 等裁 判 所 判与     滝

理  事  前 鶴 vfll協和 診療 所 所 長    田

OFF 事  南 部 産婦 人科 病 院 院 長    南

理  事  財 岡 法 人長 岡病 院 専 務 理 事  中

栞  事  日 本電 池 株 式 会社 会長    山

〇理  事  京 都 産 業 大 学 教 授      万 、

理  事  京 都 大 学 名誉 教 授      舟

理  事  大 阪 市学 校 医 会理 事     古

〇 弾  手  チ 1古橋 産 業代 表 取締 役    古

〇 理  事  チ 下近畿 放 送常 務 取締 役    郡

① lIF 事  京 都 府 医 師 会理 事      ド 可

理  事  奈 良 女 子 大 学 文学 部 教 授   '麦

理  事  阿 南 医 院 院長        F可

理  弓 手 京 都 信 用 金庫 高」理 事 長    冊

理  事  京 都 公衆 衛 生協 会 会 長    二

理  事  京 都 大 学 教授        宮

○理 事 鎖 酵
ン
湛
サ
44ビ塗    隻

〇 理  事  財 団 法 人  ア 越 病 院 院 長   '青

理  事  株
式 会 社 ヤ クル

豚 壕馬 「所 長  イ
代

■ll 事  和 歌 山 大 学 医 学 部 教 授    白

〇 理  事  財 団 法 人 高雄 病 院 院 長   平

軒i 事  京 都 商工 会議 所 専 務 理事   島
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第 21回世 界保 健 デ ー 記 念 中央 大 会 を、 京都 市 二 条城 内 、清 流 園 ・緑

の 国 で開 催 。 咲 きほ こ る桜 花 の下 に関係 者 多数 相 つ どい盛 会 だ っ た

WH Oニ ュー ス巽イ子。

前 年 度 理 事 会 と総 会 を京都 ホ テ ル で開催 。

WHOニ ュー ス巽イ子。

WHO講 演 会 を京都 市 新 装 大 橋 ビル ・ホー ル で開 く。 「ガ ンの早 期

発 見 につ い て」 講 師 ・川越 病 院長  清 水 二 郎 氏。 「人工 甘 味料 と‐

ク ロ」 講 師 ・京都 府衛 生 研 究 所 所 長  川 畑 愛 義 氏。 と くに女 性 の 聴

花 らん とんの京都市 二条城 内 にお ける第21回世 界保健 デー

を中央 大会の盛況 (44・ 4・ :3)

講 者 が 多 か っ た。

サ| 1畑講 師 の チ ク ロ に関

す る演 題 は 、家 庭 の 台

所 に通 じる タ イム リー

の 問 題 で あ っ た が 、 ナ! |

:■1二 自 然 の味 を尊 重 す る よ う味覚 を訓練 す る こ と、家 庭 の主 婦 に対 して は 、料 理 を 自 らの

てや rし、 自分 で くよ うせ よ、生 命 の糧 で あ る食物 に大 きな関 ″じ、を もて」 と呼 び か け た。

万 中野 俺 一 郎 会 長 と谷 沢 悦 子 常 務 理 事 の あ い さつ も あ っ た。

前
年
度
理
事
会
と
発
会

（
■

●
６

●
‐５
京
都
ホ
テ
ル
）

ス モ ン 病 に ?い て

=!モ京都fm~院内科医長

河 合

嘉 i寅要 旨 〉 最 近新 聞 、 テ レ ピな ど

て
｀
奇病 スモ ン

ク
とか ス` モ ンの恐 怖

″

士 ど と、 し iゴしrゴ報 道 され て社 会 の注 目

を し` くよ うに な り、遅 れ ばせ な が らそ の

ri養 に 大 わ らわ に な っ て い ます。

‐方、昨 年 、 岡 山 県下 に本 症 息 者 の集

:ヨ宅 生 が あ り、
「ゥ イル ス感 染 の疑 い」

=騒 つて'と、息 者 が 周囲 か ら ま る で伝染 病

e t t t氏・ヽ さオLた り、 その後 相 次 い で スモ

,3者 が 由殺 した り、 た えが た い足 の し

びれ や 歩 行 障 害 な ど、深 刻 な悩 み をか か

え る患 者 同意 の側 か ら も、昨 年 11月 に 「全

国 ス モ ンの 会 」 が結 成 され 、今 や ス モ ン

病 は大 きな社 会 問題 とな りつ つ あ ります。

ス モ ン病 は Subacute Myelo― OpticO一

Neuropathy(亜 急 性 一 脊髄 一
視 神 経 ― 未

精 神 経 症 )の 頭 文 字 を と りSMON と 名

付 け た もの です。

下 痢 ・腹 痛 な ど腹 部 症状 に ひ き続 いて 、

足先 か ら しびれ が始 ま り、左 右 対 称 線 に

次 第 に これ が上 が り、下 半 身 が しびれ 、

しば しば視 力障 害 を伴 う とい う病 気 で 、

十 数 年 前 か ら、 わ が 国 に見 られ 出 した新

しい病 気 です。 今 で は 日本 全 国 に散 発 し、

外 国 に は な く、 中年 女 性 に 多 く、十才 以

下 の子 供 は か か らな い 原 因 不 明 の疾 患 で

f。

最 も特 徴 的 なの は下 肢 の 「しびれ」 で 、

じん じんす る、締 め つ け られ る、政 や下

腿 、陰 股 部 に何 かべ た っ とへ ば りつ い て

い る よ うな不 快 感 、鉄 の塊 が くっつ い て

V るヽ よ うな感 じ、風 1合の上 を歩 いて やヽ る

よ うな、 す ぐつ まづ いて倒 れ そ うな感 覚 、

この よ うに他 人 に わ か っ て も ら え な い、

つ らい不 快 感 に悩 ま され ます。 し びれ は

あ る程 度 軽 減 して も、 いつ まで も後 遺 症

と して残 り、完 全 に消 失 す る例 は極 め て

まれ です。

発 病 に は感 染 症 の 関係 して い る こ と も

考 え られ ます が 、神経 系 の病 理 所 見 は変

性 が主 で 、今 まで の疾 患 の 中 で は ピ タ ミ

ン欠 乏 症 な どに一 番近 い よ うで す。

新 しい病 気 です か ら、今 まで の本 症 の

沿 革 をお話 し、 その 診 断 基 準 と症 例 につ

き経 過 を紹 介 させ て い た だ きます。

(症 例 略 )
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44.12.26 WHOニ ュー ス発イ子。
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日本WH O協 会 の新春 講演会 を、京都 市 岡崎
“つ る家

"で
開 く。 懇

親会 の あ と、国立京都病 院内科 医長  河 合 弘 氏 の 「スモ ン病 につ い

て」 と題 す る講演 を聞 いた。 河合 氏講演要 旨は別 記 の通 り。

小 ・中学校 生徒 か ら保健衛 生 に関 す る作 文 募 集。

中 募 論

「人 工 甘 味料 とテ ク ロ」 に つ い て 主婦 の 自党 を呼 び

め` け る'!l畑講 師 。 (44. !1. 25京 都 ・新 装 大橋 ビツレ

で開 か れ た WHO講 演 会 か ら)

45,3.1:

45.4.1 3月 15日 か ら大 阪市 郊外千 里丘 陵 では なば な し く開場 した東洋最初 の 日本万 国博

を記 念 し、WHO精 神 をいっそ う世 界 人 の前 に顕揚 すべ く、 日本WHO協 会 の手

で記 念 メグル を作 製。 会 員 お よび有志 に頒布 す るこ とに なっ た。 日 本 政府大蔵省。

通 産省 ・厚生省 な どの特 別 の配慮 で純金 の配 給 を受 け、大 阪造幣局 で製造 した。

メグル の表 面 はwHOの マー ク、裏 面 には春 4月 7日 に行 われ る世 界 保 健 デ ィを

象徴 す るサ ク ラのマエ ク とEXPO'70、  日 本WHO協 会 な どの記 念 の文字 を刻 ん

だ見事 な もの。この種 造幣 局製の記念 メダル は、 日 本 オ リン ピック、万 国博 に次

いで三 回 目である。

45.4.5 1970年 度世 界保 健 デー記 念 中央 大会 を、京都 市二 条城 庭 園 で開催 。

新春統演会後の京都 の 間崎つる家 にお け ●

懇規 4  ( 4 5・ 1  ・ 1 8 )

1 9 7 0と「σら判世塚予イ呆付韮

デ ィ を記 念 す る 日

本 WHO協 会 の金

メ 多rル
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: ,  ヽヽ

' H oの
力口盟 国 rま下 記 の通 り。

どゃヽヽ
ヤ
Hoの 本 音馬rよス ィ ス国 ジュ ネーーブ の

ヤベ ニ ュ ・ァ ピァ に あ り、現 在 ブ ラ ブル

r｀ヽ 1,G.ヵ ン ドウ博 士 が 2代 目の事 務 局

長 の地 位 につ い て ぃ ます。

一 F l本が属 して い るW H O西 太 平 洋 地 域

■務 ' 3は フ イ リピ ン共 和 国 の マ ニ ラに あ
')、 現 在 フ ィ |サピ ンのF。」.デ ィ博 lfが2

代 門の地 域 事務 局長 の地 位 につ い て ぃ ま

!  W H Oに 関 す る こ とにつ いて は子i団 法
′
、1 1本W H o協 会 (京都 商 工 会議 所 内 )

二作‖H■全き下さい。
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1 3 1 カ国 (う ちf佳加 盟 同 3カ L I l…表 中 ※ の もの )、

盟  国
A B C 川 買 (1969年 1月 現 rli)

ア フ ガエ ス タ ン

ア ルバ ニ ア

ア ル ジ ェ リア

ア ルゼ ンチ ン

オー ス トラ リア

オー ス トリア

※ バ ー ラ イ ン

タぐルバ ドス

ベ ル ギー

ボ リビア

プ ラ ジル

ブ ル ガ リ ア

ビルマ

ブ ル ンデ ィ

白 ロ シア ・ソヴ ィェ ト

社 会 主 義 共 和 国

カ ンボ ジア

カ メル ー ン

カナ ダ

中央 ア フ リカ共 和 国

セ イ ロ ン

チ ャ ド

チ リ

中 国

ヨ ロ ン ビア

ヨ ン ゴ(ブ ラザ ビル )

ヨ ン ゴ(レ オ ポ ル ドビル )

コ ス タ ・リカ

キ ュー タヾ

キ プ ロ ス

チ ェ コ ス ロパ キ ァ

ダ ホ メ

デ ンマ ー ク

ド ミニ カ

エ クア ドル

コ■ル ・ fル タヾ ドル

エ チ オ ピア

フ ィン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ガ ボ ン

ドイ ツ連 手B共 汗日国

ガー ナ

ギ リシヤ

グア テマ ラ

ギニ ア

ギ ア ナ

′ヽ イチ

ホ ン ジュ ラ ス

⌒ ンガ リー

ア イ ス ラ ン ド

イ ン ド

イ ン ドネ シア

イ ラ ン

イ ラ ク

ア イル ラ ン ド

イ ス ラエ ル

イ タ リア

象牙 海 岸

ジアマ イ カ

日本

ヨ ル ダ ン

ケ エ ア

大 韓 民 国

クエ イ ト

ラ オ ス

レタヾ ノ ン

レ ツ ト

リベ リア

リビア

ル ク セ ンブ ル グ

マ ダ ガ ス カ ル

マ ラ ウ イ

マ レイ ン ア

マ ル デ ィブ諸 鳥

マ リ

マ ル タ

モー リタニ ア

モー リシヤ ス

メ キ シ ヨ

モナ ヨ

モ ン ゴル

モ EPッ コ

ネパ ー ル

オ ラ ン ダ

ニ ユー ジー ラ ン ド

ニ カ ラ グア

ニ ジェー ル

ナ イ ジ ェ リア

/一 ル ウエ ー

パ キ ス タ ン

パ ナ マ

タヾ ラ グワ イ

フ ィ リ ピ ン

ポー ラ ン ド

ポル ト ガ ル

※ カ ター ル

ルー マ ニ ア

ル ワ ン ダ

サ ウ ジ ・ア ラ ビア

セ ネ ガ ル

シ ェ ラ ・レネ オ

シ ン ガ ポー ル

ソr 7 'ア

スペ イ ン

スー ダ ン

スエ ー デ ン

ス イ ス

シ リア

タ イ

トー ゴー

トリエ ダ ン ド ・ 卜′くコ

チ ュ ニ ジア

トル コ

ウ ガ ン ダ

ウ ク ラ イナ ・ソウ ィエ ヽ

社 会 主 義 共 れi l i

南 ア フ )ヵ 連 チL)キ千回同

※南 ロー デ シ ァ

南 ィェ ー メ ン

ソ ヴ ィエ ト社 会 主 義

共 呑口l t l連■b

タ ンザ エ ア連 余 共 和 1工1

ア ラ ブj亘合 共 和 LI u

連 合王 国 (英国 )

ア メ リカ合衆 回

上 ウ オ ル タ

ウル グ ワ イ

ヴエ ネ ズエ ラ

ヴ ェ トナ ム

西 サ モ ア

イエ ー メ ン

ユ ー ゴ ス ラ ビア

ザ ン ビア
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第 1章  名 称 及 び事 務 所

名   称 )

語 1条  本 会 は社 団法 人 日本 WHO協 会 と

V ｀つ 。

円叶)

本会 は事 務所 を京都 市 中京区鳥 丸

通 夷 川上 ル 京 都 商工 会議 所 ビル

四階 に置 く。

本会 は必要 に応 じ、理事 会 の議 決

に よ り東京 その 他 必要 の地 に支部

を置 くこ とがで きる。

支部 に関 し必要 な事 項 は、理事 会

で決 め る。

第 2章  目 的及 び事業

的 )

本会 は、世 界保 健機 関 (以下 WH

Oと 略称 す る)憲 章 の精 神 を普 及

徹底 し、 その事 業 の 目的達 成 に協

力 し、 もって我 国 及 び海 外諸 国 の

国民 の健康 増進 に協 力す るこ とを

目的 とす。

S業3)

本会 は前 条 の 目的 を達 成 す るため 、

次 の事 業 を行 な う。

海 外 諸 国 に お け る保 健衛 生 関

係 団体 、 関 係 諸 機 関 並 び に個

人 との連 絡 及 び協 力。

国 内 にお け る保 健衛 生 活動 に

貢 献 して い る学 術 及 び専 門 団

体 相 互 問 の協 力 の促 進 と技 術

援 助

我 国 の保 催衛 生事 業 に関 す る

実状 及 び政 策 の海 外 へ の紹 介

WHO関 係 出版物 の刊 行 及 び

図書 の紹 介 な らび に本 会 機 関

紙 の発行

・日本 WHO協 会 定 款 (抜 華 )

六 、WHO及 び海外諸 国 よ り我 国

に派遣 され る派遣 団 、留学 生

及 びイ国人 に対 す る便宜 の供与

及 び援 助

七 、海 外諸 国 にお け る保 健衛 生事

業 に関 す る資料 の克集 及 び調

査研 究

八 、官 庁 及 び保健衛 生関係 団体 の    2

委託 に よ る調査

九 、保 健衛 生 用資材 の国際需要 の

1口 以 上 負 担 す る もの とす る。

但 し名 誉 会 員 は この 限 りで な いc

一 、正 会 員 個 人 年 額  1,000円

二 、維持 会 員 個 人 年 額  2,000円

法 人 年 額  5,000 FI]

三二、特 別 全き員 イロノ、 年 ?頚 10,000F〕

法 人 年 額  50,000 FI!

既 納 の会 費 は理 由 の如 何 を問 わ す

返 還 しな い。

ー

▲ 日本 WHO協 会 (京都 商 工 会 議 所 内 )

一 辛B｀ Vヽ O R L D  H E A L T H″  そ フう他 ケト国資 本斗r

ほ か 、 日本 対 ガ ン協 会 、 サ ,ド マ イ ド被 害 救 i■

会 か ')提供 の資 料 を転 載 させ て い た だ きま した

ま た朝 日新 聞 社 か ら と くに写真 の提 供 を受 十 た

こ と を厚 く感 謝 い た します。

目 で 見 る WH O  N o . 3

発  行   日召 和  4 5 年  3 月

発行 者  後 戻 日本 WH O協 会

京都市中京区鳥丸夷】i上ヽル
TEL京 者田(075)211-4905

発行 人  中  野  種  一  郎

製  f/F は  い  づ  か  F日 刷
京都 市下 京 区 花 昼 町 通西洞院東 入

T E L  京 都 ( 0 7 5 ) 3 4 1 - 0 1 3 1 ( 代|

調 査

十 、 その他 本 会 の 目的達 成 に必 要

な事 業

第 3子 会  員

(会 員 及 び入会 手 続 )

第 5条  本 会 は 、本 会 の 趣 旨 に賛 成 し、本

会 の事 業 に協 力 す る者 を もっ て会

員 とす る。

本 会 に入会 しよ う とす る者 は、理

事 1名 以 上 の推 薦 に よ り所 定 の様

式 に よ っ て本 会 に 申 し出 で会長 の

承 認 を受 け な けれ !ゴな らな い。 但

し第 6条 第 4号 に規 定 す る名誉 会

員 につ い て は この限 りで な い。

に支 持 し協 力 す る個

人

二 、維 持 会 員 維 持 会 費 を負 担 す る

個 人 又 は法 人

三 、特 別 会 員 特 男U会 費 を負 担 す る

個 人 又 は法 人

四 、名 誉 会 員 本 会 に特 に功 労 の あ

っ た者 又 は学 識 経 験

者 で総 会 が推 薦 す る

者

(会 費 の 額 )

第 7条  本 会 の会 員 は次 に掲 げ る会 費 を、

争

い

と

ヽ

ヽ

難

十ヤ！！一

一 、WHOの 事 業 目的 の国内 へ の   (会 員 の種 類 )

宣伝 普 及並 びにWHOが その  第 6条  本 会 の会 員 は次 の四種 と し、民法

事 業 目的達 成 に必要 とす る援      上 の社 員 とす る。

助 及 び協 力。             一 、正 会 員 本会 の活動 を積 極 的

ヨニ 、


